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皆さま如何お過ごしですか？ 
前回のクラブ便りから３ケ月が経過しました。クラブ員の皆さま、如何お過ごしですか？ 

うっとうしい梅雨の時期、ジメジメした日々が続き気持ちまでジメジメしてきそうですね。こんな時に『ＭＩＮＥサ

ーキット復活！！！』なんてニュースが入れば、スカッ！と待ち遠しい梅雨明けを迎えた気分になれるんでしょ

うケド、中々前途は多難です。 

しかし、ＭＩＮＥサーキットが閉鎖されたまま指を咥えて見ている訳には行きませんので、理事会ではＭＩＮＥ

サーキット復活につながる方策は無いものかと会合を開いては頭をごろごろ転がしています。今迄は、ＭＲＳＣ

存続に重点を置いて理事会を開いていました。決して無為に過ごしていませんので、クラブ員の皆さまも最後

まで諦めず、ＭＩＮＥサーキット復活に向けた活動にご協力をお願い致します。 

今回のクラブ便りでは、6/11(日)に開催された理事会で決定した、ＭＩＮＥサーキット復活に向けた今後の活

動について報告します。 

ＭＲＳＣ会長代行 藤永雅雄 

 

★署名活動開始！！！ 
5/14(日)に理事会が開催され、ＭＲＳＣが存続しても活動の拠点となるサーキットが無ければ何れまた存続

が危ぶまれる為、サーキット事業継続の署名を集め、マツダ㈱に嘆願を提出することで一致しました。これに

伴い、去る 5/27(土),28(日)にオートポリスで開催された全日本ロードレース選手権 第 4 戦に出向き、署名活

動に協力して欲しい旨を申し入れたところ、オートポリスより快諾を得ました。これを受け、6/11(日)に開かれた

理事会で、以下の様に署名活動を進めていくことで一致しました。 

 

①マツダ㈱美祢自動車試験場長に面会を求める。 

近日中（日程は未定、先方の都合次第）に美祢自動車試験場長に面会を求め、今回行う署名活動の趣旨を

説明すると共に、後日署名を取りまとめた上で改めてサーキット事業継続の嘆願を提出する予定である旨を

伝えます。これは、ＭＲＳＣの要望に基づく活動は紳士的に行われるというアピールを含んでいます。 

 

②クラブ員個人々々で署名活動を行う。 

クラブ員の皆さまには負担を掛けることになり恐縮ですが、同封の『美祢自動車試験場のサーキット事業参

入に関する嘆願』への署名をご家族、友人、知人に働き掛けて頂きたいと思います。 

お子さんであっても、嘆願内容の説明を受けた上で趣旨が理解でき、自署できれば署名依頼の対象とした

いと思います。つまり、小学生でもＯＫ！ こんなに小さいお子さんもＭＩＮＥサーキット復活を望んでいます

よ！！！ッていうのもマツダ㈱にアピールできれば・・・と思ってます。 

取り敢えず、8 月末を目途に署名を一旦回収したいと思います。署名欄が埋まりましたら随時、埋まらなくて

も 8 月末迄に藤永会長代行、または連絡を取りやすい役員にご連絡下さい。受け渡し方法について打ち合わ

せましょう。 

 

③オートポリスで署名活動を行う。 

来る 8/5(土),6(日)にオートポリスで開催されるＦニッポンで、来場した観客を対象に署名を働き掛けます。 

オートポリスに出向いて署名活動を行いますが、ＭＲＳＣ役員だけでは人手不足ですので、我こそは！ッて

いう方がいらっしゃいましたら、クラブ員、非クラブ員、自薦、他薦を問いません。ご協力をお願いします。 

交通費はＭＲＳＣが負担し、クレデンシャルはオートポリスが好意により負担して下さいます。 

 

④その他 

岡山国際サーキット、近隣近郷のショップ、ＭＩＮＥサーキット時代に親交があったクラブに署名協力を働き掛

けて行きます。クラブ員の皆さまも協力して頂けそうなショップやクラブをご存知でしたら、是非！ご紹介くださ

い！！！ 
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★今後の情報伝達について 
MINE サーキット閉鎖前の様にクラブ員が顔を会わせる機会が無くなった為、クラブ便りに頼っていては情報

伝達がタイムリーに行えません。そこで、情報伝達の手段としてＥ－Ｍａｉｌの活用を視野に入れています。 

つきましては、Ｍａｉｌ Ａｄｄ．を役員に開示して差し支えない方は、藤永会長代行、または連絡を取りやすい

役員にＭａｉｌ Ａｄｄ．を連絡願います。勿論、開示されたＭａｉｌ Ａｄｄ．は MRSC の情報伝達以外の目的で使用

致しません。 

 

 

 

サーキット閉鎖の一報は、衝撃的でした。我々ＭＲＳＣ役員もどうしたものか？と、初めての経験に頭を悩ませ

ているところですが、『何もしなければ何も変わらない。』ことは確かです。何か行動を起こして何かが変わる保証

はありませんが、何もせずに将来後悔したくないと思いませんか？ 

先行きは不透明ですが、クラブ員一人ひとり、非クラブ員であってもＭＩＮＥの復活を願う一人ひとりが力を合わ

せ、この難局を何とか乗り切りたいものですね。 
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藤永会長代行の連絡先 

TEL＆FAX：０８３６－４４－２８５０ 

E-mail  m－fujina @c－able.ne.jp 


